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島教協結成５０周年記念大会開催 

 

先
達
の
ご
労
苦
に
思
い
を
馳
せ
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
新
た
な
一
歩
を 

 

十
一
月
十
四
日
（
日
）
島
根

県
教
職
員
協
議
会
結
成
五
十
周

年
記
念
大
会
が
、
出
雲
市
内
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
県
内
外

か
ら
の
多
数
の
ご
来
賓
、
そ
し

て
島
教
協
を
支
え
て
こ
ら
れ
た

先
輩
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
の
ご
臨
席
の

も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。 

 

石
原
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、

「
本
協
議
会
の
立
ち
上
げ
に
は

大

変

な

ご

苦

労

が
あ
っ

た
と
聞
き
ま
す
。
先
達
の
ご
労
苦
に
思
い
を
馳

せ
る
と
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。
」
と
、
先
輩
諸

氏
へ
の
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
「
『
す
べ

て
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
』
こ
の
理
念
の
も

と
、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
偏
る
こ
と
な

く
、
教
育
の
正
常
化
を
訴
え
、
島
根
の
教
育
を

新
し
い
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
」
と
こ
れ

か
ら
も
変
わ
ら
な
い
島
教
協
の
姿
勢
を
力
強
く

述
べ
た
。 

 

引
き
続
き
来
賓
の
皆
様
方
か
ら
は
、
島
教
協

の
真
摯
な
取
組
に
期
待
す
る
、
温
か
く
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
。 

 

島
教
協
は
こ
れ
か
ら
も
、
島
根
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
是
々
非
々
の
立
場
で
主
張
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
、
今
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
。 

    挨拶する石原会長 

     ご臨席いただいた来賓の皆様 

全日本教職員連盟　委員長 久 保 井 規 文 様
衆議院議員 竹 下 亘 様
参議院議員 青 木 一 彦 様

島根県議会議員 佐 々 木 雄 三 様

島根県教育委員会　教育次長 金 築 聡 様

出雲市教育委員会　教育長 中 尾 一 彦 様

斐川町教育委員会　教育長 青 木 充 之 様

栃木県教職員協議会　事務局長 永 松 啓 輔 様

岐阜県学校職員組合　執行委員長 早 野 普 文 様

徳島県教職員団体連合会　委員長 坂 本 和 生 様
香川県教職員連盟　委員長 森 真 佐 純 様

高知県管理職教職員団体連合会　副委員長 田 村 誠 様

山口県教職員団体連合会　委員長 村 田 考 洋 様

福岡教育連盟　執行委員長 副 島 賢 三 様

元島教協OB会長 和 田 貞 夫 様

元島教協会長 石 田 誠 様

ご臨席いただいた来賓の皆様 

青木参議院議員 
竹下衆議院議員 久保井全日教連委員長 

中尾出雲市教育長 金築県教育次長 佐々木県会議員 

青木斐川町教育長 

会
場
風
景 



 

教師と保護者とのより良い関係を築く（気づく）ために 

50
周
年
記
念
講
演
会 

 

記
念
式
典
に
引

き
続
き
、
関
根
眞

一
先
生
を
講
師
に

迎
え
て
の
記
念
講

演
が
行
わ
れ
た
。 

 

日
本
初
の
大
が

か
り
な
苦
情
心
理

調
査
「
日
本
苦
情

白
書
」
で
明
ら
か

に
な
っ
た
具
体
的

な
数
字
を
も
と
に
、
今
の
苦
情
の
現
状
を
詳
し
く

分
析
さ
れ
、
そ
の
事
実
に
則
っ
て
の
話
は
、
非
常

に
説
得
力
が
あ
っ
た
。 

 

ま
た
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
の
お
話
や
、

「
話
術
、
肯
定
、
迅
速
、
誠
意
、
正
確
」
と
い
う

謝
罪
の
五
原
則
、
教
師
の
職
業
病
と
も
言
え
る
部

分
や
教
師
が
苦
手
と
感
じ
る
対
応
力
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
部
分
な
ど
、
参
加
者
の
メ
モ
の
手
は
止
ま

ら
な
か
っ
た
。 

 

最
後
に
は
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
が
あ

り
、
対
応
の
違
い
に
よ
っ

て
全
く
違
う
方
向
へ
発
展

す
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

た
。
会
話
一
つ
で
味
方
に

つ
け
る
話
術
は
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
活
動
、
保
護
者

対
応
に
と
っ
て
必
須
の
技

術
で
あ
り
、
と
て
も
有
意

義
な
講
演
で
あ
っ
た
。 

保護者対応のロールプレイ 

   講演する関根氏 

 
 

出
雲
市
教
職
員
協
議
会 

出
雲
市
教
育
委
員
会
に
対
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

要
望
活
動
を
実
施 

 
 

 

出
雲
市
教
職
員

協
議
会
は
、
十
一

月
十
日
（
水
）
出

雲
市
教
育
委
員
会

に
て
要
望
活
動
を

行
っ
た
。
中
尾
一

彦
教
育
長
を
は
じ

め
、
部
長
、
次
長

課
長
の
計
八
名
の

教
育
委
員
会
側
に

対
し
て
、
錦
織
孝

委
員
長
を
は
じ
め
、
副
委
員
長
や
執
行
委
員
七
名

が
現
場
を
代
表
し
て
、
現
場
の
様
子
や
会
員
の

声
・
思
い
を
し
っ
か
り
伝
え
る
な
ど
、
要
望
活
動

を
行
っ
た
。 

 
出
教
協
は
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る
施
策
、
教
育
環
境
が

向
上
す
る
施
策
を
様
々
に
要
望
し
た
。 

 

市
教
委
か
ら
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
時
間
給
見
直
し

の
検
討
や
、
就
学
時
健
康
診
断
診
断
票
へ
の
保
護

者
名
仮
打
ち
、
幼
稚
園
教
諭
採
用
枠
の
年
齢
制
限

の
検
討
な
ど
、
昨
年
度
よ
り
も
一
歩
進
ん
だ
回
答

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。 

 

た
だ
、
出
雲
市
の
財
政
事
情
の
厳
し
さ
を
具
体

的
な
数
字
を
挙
げ
て
説
明
さ
れ
、
予
断
を
有
さ
な

い
状
況
で
は
あ
る
こ
と
は
十
分
理
解
で
き
た
。
ま

た
、
そ
う
い
っ
た
中
で
も
、
出
雲
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
教
育
費
が
十
分
確
保
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

中尾教育長に要望書を渡す錦織委員長 

届
け
！
会
員
の
声
署
名
総
数
三
六
八
○
筆 

 

今
年
度
も
署
名
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
４
種
類
の
署
名

を
集
め
て
い
た
だ
き
、
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
お
か
げ
で
た
く
さ
ん
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 
 

 

１
文
部
科
学
大
臣
宛 

九
○
○
筆 

 

２
衆
議
院
議
長
宛 

 

九
○
○
筆 

  

こ
の
二
つ
は
教
職
員
の
定
数
改
善
、
人
材
確
保
法

の
尊
重
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
拡
充
に
つ

い
て
の
署
名
で
、
全
国
か
ら
八
万
筆
の
署
名
が
全
日

教
連
に
集
め
ら
れ
、
全
日
教
連
が
国
会
と
政
府
に
届

け
ま
す
。 

  

３
島
根
県
知
事
宛 

 

九
四
○
筆 

 

４
県
議
会
議
長
宛 

 

九
四
○
筆 

  

こ
の
二
つ
は
現
在
行
わ
れ
て
い
る
給
与
の
特
例
減

額
率
の
縮
減
を
求
め
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
事
務
局

長
が
長
岡
人
事
課
長
を
通
し
て
溝
口
知
事
に
、
佐
々

木
県
議
会
議
員
を
通
じ
て
議
会
へ
届
け
ま
し
た
。
長

岡
課
長
、
佐
々
木
議
員
と
も
に
、
先
生
方
の
思
い
は

よ
く
分
か
っ
た
と
理
解
を
示
さ
れ
た
。 

 
  長岡課長へ署名を渡す 

佐々木議員へ署名を渡す 


